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論文内容の要旨
酵素が、常温、常圧という緩和な反応条件下に優れた立体選択性を示すことから、その不斉合成への応用研究が活
発に行われている o 中でも加水分解酵素は、1)通常の化学試薬と同程度に取り扱い易いこと、 2) 補酵素を必要とし




























lipase AK +/久....，.，N Ü2* 当旨
(士)-form THF 500/0 yield 380/0 yield 

















トは高い安定性を有し、ラセミ化を起こし難いことも明らかにした。本法は鎖状及び環状の 1 ， 3-プロパンジオールに
適用でき、一般性の高い光学活性四級炭素の新しい構築法になった。
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論文審査の結果の要旨
常温・常圧という緩和な反応条件下で基質特異性、立体選択性、位置選択性を示す酵素を有機合成に利用する試み
は盛んに行われている o 中でも加水分解酵素は不斉触媒として汎用されている。近年水中でしか行われていなかった
酵素反応が有機溶媒中で行われるようになり、さらに合成研究に広く使われるようになった。
こういった背景下武部君は、有機溶媒中におけるリパーゼ触媒エステル交換反応を検討した。その結果、(:t)-β ー
ニトロアルコールのリパーゼ触媒エステル交換反応における溶媒効果を検討し、高エナンチオ選択的光学分割に成功
すると共に、溶媒の極性でなくその構造がエナンチオ選択性に影響することを見い出した。続いて、アシル化剤とし
て、 1・エトキシビニルエステルが、従来広く用いられているピニルエステルより多くの利点(選択性、酵素の不活性
化、調製法)を有することを明らかにし、これを用いて、 2.2-二置換プロパンジオール類の非対称化に成功し、光学
活性四級炭素の有用性の高い構築法の開発に成功した。
以上の結果は、博士(薬学)の学位論文に値するものと認める。
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